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1．はじめに

筑波大学の共通体育では，多岐にわたる集中
授業が開講されており，その 1つに「氷上ス
ポーツ」がある。氷上スポーツは，北欧で発展
し，日本では，19世紀中頃から後期にかけて
持ち込まれた。また，氷上スポーツの中でもス
ケートは，20世紀後半に，室内スケートリン
クが全国各地に作られたことで，スケート愛好
家が爆発的に増え，一時期はスケート人口が
300万人といわれるほどの人気を博した（両角，
1975，p8）。現在，その人気は下火になったも
のの，氷上で非日常的な課題に挑戦する極めて

価値の高いスポーツである。また，一度技術を
習得すれば，生涯にわたって楽しめることから，
近年，必要性が謳われている生涯スポーツとし
ての役割を担う可能性も考えられる。そこで本
稿では，氷上スポーツの授業概要とその成果に
ついて令和 5年度の授業を受講した 19名の学
生の主観的な自己評価を中心に報告する。

2．授業概要

1）目的
本授業の目的は，氷上スポーツの基礎的技術
理論を習得することであった。基礎的技術理論
の習得とは，自己の能力を正しく理解し，その
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る複合型スポーツ施設（以下，Y施設）が運営
している屋内スケートリンクにて実施された。
また，宿泊は，「Y施設」が所有しているログ
コテージで行なった。

4）安全面の配慮
実習前には，必ず準備運動を行なった。その

際，スケート靴を履いてしまうとブレードに正
確に乗れず，準備運動が不十分になってしまう
ため，スケート履を履く前に準備運動を行っ
た。また，リンク上では，帽子，手袋を着用す
ることを伝えた。加えて，本実習でスケートを
初めて経験する学生が複数人いたことから，肘
当て，膝当て，お尻パットを準備し，希望する
学生に貸し出した。

5）実習内容
受講生は，実習先の Y施設に現地集合し，

屋外で開会式を行った後，スケートリンクにて
実習を行った。初日は，班分けと基本的なス
ケート技術の練習を行なった。まず，学生に，
氷上で「歩行」や「ひょうたん型滑走」，「後方
（バック）滑走」などの基礎的なスケートを行
わせて（写真 1），技能を測り，ひと班 5人か
ら 8人の初心者班，中級者班，上級者班の 3班
に分かれた。その後，班に分かれて，「フォア
クロス」や「両足スピン」の練習が行われた（写
真 2）。陸上では，なかなか経験することので
きない後ろ向きの動きなど，ぎこちなさはある
ものの，肘当て，膝当て，お尻パットなどの防
具をつけていたからか，滑ることへの恐怖心は
少なく見受けられ，初めて挑戦する動きにも積
極的に挑戦していた。
氷上実習後は，1時間程度の自由時間をとっ

た後，施設内のレストランにて，夕食をとり，
その後，会議室で班別ミーティングを行い，当
日の振り返りや班員同士でのコミュニケーショ
ンがとられた。

2日目・3日目には，午前と午後それぞれ 2

時間から 3時間程度練習を行った。2日目の午

前中は，班別に分かれて，初日に行った基本的
なスケート技術の反復練習をした。また，中級
者班や上級者班は，さらに「ジャンプ」や，ペ
アで行う「アイスダンス」を練習した（写真 4）。

写真 1　歩行の練習をしている受講生

写真 2　フォアクロスに挑戦する受講生

写真 3　班別ミーティングの様子
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能力に応じて安全に，確実に，そして楽しく滑
れるための技術を習得することを示している。

2）実習参加者
氷上スポーツの定員は 40名であり，令和 5

年度の実習の受講生は，19名であった。その
内訳は，男子 8名，女子 11名であり，学群生
が 11名，大学院生が 8名（うち留学生が 2名）
であった。受講資格は，学内で行われるオリエ
ンテーションに参加した者，健康診断を受けて
異常がなかった者であった。また，種目特性か

ら転倒や衝突，切創の危険性が考えられるため，
全受講生が国内旅行傷害保険に加入した。
指導者は学外講師 3名，学内講師 1名の他，
補助員として特任助教 2名と，医務担当者とし
て，外科系スポーツ医学研究室所属の TA学生
1名によって構成された。

3）実習の日程および実習場所
実習は，2023年 12月 27日（水）～ 12月 30

日（土）の 3泊 4日の日程で実施した（表 1）。
実習は，大学から離れた，長野県岡谷市内にあ

表１ 2023 年度氷上スポーツ日程表 

 
 
  

表 1　2023年度氷上スポーツ日程表
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ケートの靴は，くるぶしまでと短く，刃が長く
て薄いため，安定性が低く，最初は滑ることに
苦戦する様子が見られるものの，しばらくする
と，バランスを保ち，徐々にスピードスケート
靴でも滑ることができる学生が出てきた。ま
た，今回，スピードスケート経験者の受講生
に，実際のレースのように滑ってもらい，目の
前でスピードスケートの技術を鑑賞する時間を
とった。夕食後は，午後の実習で撮影したアイ
スダンス作品を鑑賞した後，班別ミーティング
を行った。
最終日である 4日目は，午前中のみの実習で

あった。最後は，実習生それぞれに，「バック
クロス」や「スピン」，「スリージャンプ」な
ど，挑戦したい技を選択させ，専門的に練習を
行なった。その後，Y施設の屋外で閉講式を行
い，実習の全日程を終了した。

6）自己評価表
受講生には，実習先で自己評価表を配布し，
午前と午後に分けて，毎日自己評価を記入させ
た。自己評価表の内容は，①学習内容② 5段階
の自己評価③授業で特に注意や助言を受けた内
容④授業の感想（楽しかったこと，不安だった
ことなど具体的に）⑤授業内容で分からなかっ
た点，練習方法などへの希望⑥ 10段階の体調
チェックであった。また，学生が記述した内容
に対して各班の指導者からコメントを返した。

3．授業の成果

1）実習を通した技術の変化
スケート技術の基礎技術は，「直進（ストロー
ク）」，「曲進（カーブ）」，「停止（ブレーキ）」，
「転向（ターン）」の 4つの技術に体系づけるこ
とができるとされている（佐々木ほか，1973，
p57）。本実習で，初めてスケートを経験する学
生は，初日は，「氷上歩行」や「両足滑走」な
どの「直進（ストローク）」の技術がかろうじ
て実施できる状態だったが，2日目には，「フォ
アクロス」や「片足滑走」，「スピン」など氷上

での複雑な操作にも挑戦し，他の 3つの技術を
実施できていた。そのため，今回の実習をとお
して受講生たちは，基礎的技術を獲得したと考
えられ，今回の実習が 4日間であることを鑑み
ると，最終日の学生の技能レベルは決して低く
なかったと判断できる。
さらに，本実習では，フィギュアスケートだ

けではなく，アイスホッケーや，アイスダンス，
スピードスケートといった様々な氷上スポーツ
を取り入れることで，楽しみながら，自然と氷
上での動きに慣れ，よりよく滑れるように，身
のこなし方を習得していく様子が見られた。こ
のように，遊びの中で楽しみながら実施するこ
とで，自然と技術が身につき，氷上スポーツへ
の関心を高められたのではないかと考える。

2）受講生同士の交友関係の広がり
大学体育での宿泊を伴う集中授業において，

受講者同士や受講者と教員との間でコミュニ
ケーションが増加することはすでに報告されて
いるが（仲澤ほか，2023，p13），本実習にお
いても，朝昼晩の食事や，就寝を共にすること
で，受講生同士や受講生と教員との間でコミュ
ニケーションが積極的に行われていた。また，
レストランでの食事や，受講生全員でアイスダ
ンス作品に取り組むことで，実習班や部屋の垣
根を越えたコミュニケーションが図られ，交友
関係の輪を広げることができていた。さらに，
事後レポートにおいて，受講生 19名中，17名
が受講生同士や教員との関わりを記述してお
り，氷上スポーツの魅力として「スポーツを通
じて，たくさんの人と関わりを持つことができ
る。」，「学年，学群関係なく，色々な人達と仲
良くなれる。」，「先生が親身になってアドバイ
スをくれて，それを実践していくことで自分が
上達していく実感があって，それがとても嬉し
かった。」といった記述がみられ，本実習を通
して，普段の生活では，得ることのできない交
友関係や新たな関わりがあったことが明らかと
なった。
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そして，午後は，専用の防具をつけて，アイ
スホッケーを実施した。その際，スケート上級
者班の 2チームと，初心者班の 2チーム，計 4

チームを作成し，上級者班同士，初級者班同士
で，ミニゲームを行った。ゲーム中は，スティッ
クが支えになり，スピードを上げて滑る学生が
多く，無我夢中でパックを追いかけ，楽しんで
行っていた。また，攻守がバランス良く保たれ
るよう周囲を気にしながら滑れている学生が多
く見受けられた（写真 5）。
夕食後の講義では，一流のフィギュアスケー

ターのビデオを鑑賞し，採点基準などの解説が
行われた。

3日目の午前中は，受講生全員で行うアイス
ダンス作品の発表に向けた練習が行われた（写
真 6）。本実習では，例年，実習の集大成として，
音楽に合わせて，様々なフォーメーションを取
り入れながら，仲間と滑るアイスダンス作品の

発表を取り入れている。振り付けは，講師が行
い，本実習では，Mrs. GREEN APPLEの「ケ
セラセラ」（4分 33秒）を使用し，曲の前半は
初心者班と中級者班の学生，後半は上級者班の
学生が滑り，各班それぞれの見せ場を作成した。
さらに，サビの箇所では，受講者全員で，十字
のフォーメーションをとり，円状に滑るといっ
た「風車」を行った（写真 7）。
お昼休憩後，会議室で動きの復習や振り付け
の練習を行った。午後は，氷上にて，一度リハー
サルをした後，本番の演技を実施した。今回の
アイスダンスは，フォーメーションが次々に変
化するため，受講生同士，息を合わせることが
求められたが，互いにコミュニケーションを取
り合い，実習で学んだことを最大限披露し，撮
影後は満足した表情をしていた。
その後，スピードスケート用の靴に履き替え
て，スピードスケートを行った。スピードス

写真 4　アイスダンスをしている受講生 写真 6　アイスダンスの練習をする受講生

写真 5　アイスホッケーゲーム中の様子 写真 7　「風車」の練習をする受講生
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ケートの靴は，くるぶしまでと短く，刃が長く
て薄いため，安定性が低く，最初は滑ることに
苦戦する様子が見られるものの，しばらくする
と，バランスを保ち，徐々にスピードスケート
靴でも滑ることができる学生が出てきた。ま
た，今回，スピードスケート経験者の受講生
に，実際のレースのように滑ってもらい，目の
前でスピードスケートの技術を鑑賞する時間を
とった。夕食後は，午後の実習で撮影したアイ
スダンス作品を鑑賞した後，班別ミーティング
を行った。
最終日である 4日目は，午前中のみの実習で

あった。最後は，実習生それぞれに，「バック
クロス」や「スピン」，「スリージャンプ」な
ど，挑戦したい技を選択させ，専門的に練習を
行なった。その後，Y施設の屋外で閉講式を行
い，実習の全日程を終了した。

6）自己評価表
受講生には，実習先で自己評価表を配布し，
午前と午後に分けて，毎日自己評価を記入させ
た。自己評価表の内容は，①学習内容② 5段階
の自己評価③授業で特に注意や助言を受けた内
容④授業の感想（楽しかったこと，不安だった
ことなど具体的に）⑤授業内容で分からなかっ
た点，練習方法などへの希望⑥ 10段階の体調
チェックであった。また，学生が記述した内容
に対して各班の指導者からコメントを返した。

3．授業の成果

1）実習を通した技術の変化
スケート技術の基礎技術は，「直進（ストロー

ク）」，「曲進（カーブ）」，「停止（ブレーキ）」，
「転向（ターン）」の 4つの技術に体系づけるこ
とができるとされている（佐々木ほか，1973，
p57）。本実習で，初めてスケートを経験する学
生は，初日は，「氷上歩行」や「両足滑走」な
どの「直進（ストローク）」の技術がかろうじ
て実施できる状態だったが，2日目には，「フォ
アクロス」や「片足滑走」，「スピン」など氷上

での複雑な操作にも挑戦し，他の 3つの技術を
実施できていた。そのため，今回の実習をとお
して受講生たちは，基礎的技術を獲得したと考
えられ，今回の実習が 4日間であることを鑑み
ると，最終日の学生の技能レベルは決して低く
なかったと判断できる。
さらに，本実習では，フィギュアスケートだ
けではなく，アイスホッケーや，アイスダンス，
スピードスケートといった様々な氷上スポーツ
を取り入れることで，楽しみながら，自然と氷
上での動きに慣れ，よりよく滑れるように，身
のこなし方を習得していく様子が見られた。こ
のように，遊びの中で楽しみながら実施するこ
とで，自然と技術が身につき，氷上スポーツへ
の関心を高められたのではないかと考える。

2）受講生同士の交友関係の広がり
大学体育での宿泊を伴う集中授業において，

受講者同士や受講者と教員との間でコミュニ
ケーションが増加することはすでに報告されて
いるが（仲澤ほか，2023，p13），本実習にお
いても，朝昼晩の食事や，就寝を共にすること
で，受講生同士や受講生と教員との間でコミュ
ニケーションが積極的に行われていた。また，
レストランでの食事や，受講生全員でアイスダ
ンス作品に取り組むことで，実習班や部屋の垣
根を越えたコミュニケーションが図られ，交友
関係の輪を広げることができていた。さらに，
事後レポートにおいて，受講生 19名中，17名
が受講生同士や教員との関わりを記述してお
り，氷上スポーツの魅力として「スポーツを通
じて，たくさんの人と関わりを持つことができ
る。」，「学年，学群関係なく，色々な人達と仲
良くなれる。」，「先生が親身になってアドバイ
スをくれて，それを実践していくことで自分が
上達していく実感があって，それがとても嬉し
かった。」といった記述がみられ，本実習を通
して，普段の生活では，得ることのできない交
友関係や新たな関わりがあったことが明らかと
なった。
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そして，午後は，専用の防具をつけて，アイ
スホッケーを実施した。その際，スケート上級
者班の 2チームと，初心者班の 2チーム，計 4

チームを作成し，上級者班同士，初級者班同士
で，ミニゲームを行った。ゲーム中は，スティッ
クが支えになり，スピードを上げて滑る学生が
多く，無我夢中でパックを追いかけ，楽しんで
行っていた。また，攻守がバランス良く保たれ
るよう周囲を気にしながら滑れている学生が多
く見受けられた（写真 5）。
夕食後の講義では，一流のフィギュアスケー

ターのビデオを鑑賞し，採点基準などの解説が
行われた。

3日目の午前中は，受講生全員で行うアイス
ダンス作品の発表に向けた練習が行われた（写
真 6）。本実習では，例年，実習の集大成として，
音楽に合わせて，様々なフォーメーションを取
り入れながら，仲間と滑るアイスダンス作品の

発表を取り入れている。振り付けは，講師が行
い，本実習では，Mrs. GREEN APPLEの「ケ
セラセラ」（4分 33秒）を使用し，曲の前半は
初心者班と中級者班の学生，後半は上級者班の
学生が滑り，各班それぞれの見せ場を作成した。
さらに，サビの箇所では，受講者全員で，十字
のフォーメーションをとり，円状に滑るといっ
た「風車」を行った（写真 7）。
お昼休憩後，会議室で動きの復習や振り付け
の練習を行った。午後は，氷上にて，一度リハー
サルをした後，本番の演技を実施した。今回の
アイスダンスは，フォーメーションが次々に変
化するため，受講生同士，息を合わせることが
求められたが，互いにコミュニケーションを取
り合い，実習で学んだことを最大限披露し，撮
影後は満足した表情をしていた。
その後，スピードスケート用の靴に履き替え
て，スピードスケートを行った。スピードス

写真 4　アイスダンスをしている受講生 写真 6　アイスダンスの練習をする受講生

写真 5　アイスホッケーゲーム中の様子 写真 7　「風車」の練習をする受講生
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3）氷上スポーツへの理解・関心の向上
本実習では，技能レベルに合わせて，専門的

な技術や知識をもった講師が，理論から教える
ことで，正しいスケート技術や知識を身につけ
ることができていた。また，講義を通して，フィ
ギュアスケートだけではなく，アイスダンスな
どの様々なスケート競技の見方を学ぶ機会がと
れた。そのため，事後レポートでは，「継続的
にフィギュアスケートをやりたい。」，「履修前
までは，氷上スポーツが何を指しているかわか
らなかったが，説明を受けながら，実践するこ
とで氷上スポーツ自体の理解が深まった。」と
いった記述が見られ，さらには，実際に，実習
後に学内のスケート部へ加入した受講生もいた
ことから，氷上スポーツへの理解，関心の向上
が明らかとなった。

4．実習の感想

実習の最終日に，実習の感想を課題としてレ
ポートを課した。以下に，各項目に関する学生
の感想の一例を紹介する。

ⅰ）氷上スポーツの魅力
・ フィギュア，ホッケー，スピード，アイスダ
ンスなど氷上スポーツを幅広く体験できる。

・専門の先生方が丁寧に教えてくださる。
・ 実習を受けるまでは，一人で黙々と滑ること
ができるという点が魅力だったが，様々な滑
り方や技に挑戦したり，他の人と交流し，一 

緒に滑ることにも魅力を感じることができた。
・ 普段経験することのできないスポーツで純粋
に楽しかった。

・ 研究室のメンバー以外とコミュニケーション
を取る機会があまりなかったが，本実習では，
様々な所属の方と色々な話ができる希少な機
会となった。

・ハラハラ感を感じることができる。
・新しいスポーツに出会えるところ。
・ 全員でのプログラムをすることで，スケート
をする楽しさや学生同士の仲も深めることが

できて，達成感も味わうことができた。
・ 技能，技術の向上だけでなく，各種目への理
解が深まる。

ⅱ）宿泊学習について
・ 良い宿泊施設のおかげで，疲労をのこすこと
なく，練習につぎ込むことができた。

・ 一人での参加で，特に元からの友人等いな
かったが，寝食一緒にすることで，友人も増
え，実習も協力して行うことができた。

・ 規則正しいリズムで，生活することができ，
楽しく実習を学べた。

・ ルームメイトのゴミ捨てや掃除の文化が違っ
て大変なこともあった。

・ 部屋メンバーと仲良くなれたため，氷上でも
お互い声を掛け合ったり，分からないところ
を聞き合ったりできた。

ⅲ）技術について
・ この 4日間で自分のスケート技術をものすご
く高めることができた。

・ これからスケートを始めてみようと思えるよ
うな技術を教えていただけた。

・ 全くの初心者だったので，毎日，できなかっ
たことが少しずつできるようになる過程が楽
しかった。

・ 転倒は終始していたが，恐怖感も少しずつな
くなっていった。

・ 段々と技術が上がり，滑ることが楽しくなった。
・自信を持って滑れるようになった。

5．おわりに

本稿では，氷上スポーツの授業概要とその成
果について，令和 5年度の授業を受講した 19

名の学生の主観的な自己評価を中心に報告し
た。本授業の主な成果は，「氷上スポーツの技
術や知識が向上した」こと，「受講生同士の交
友関係の広がり」，「氷上スポーツへの理解・関
心の向上」であった。以上のような成果は，普
段の学生生活では体験できない学外での実習を
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3）氷上スポーツへの理解・関心の向上
本実習では，技能レベルに合わせて，専門的

な技術や知識をもった講師が，理論から教える
ことで，正しいスケート技術や知識を身につけ
ることができていた。また，講義を通して，フィ
ギュアスケートだけではなく，アイスダンスな
どの様々なスケート競技の見方を学ぶ機会がと
れた。そのため，事後レポートでは，「継続的
にフィギュアスケートをやりたい。」，「履修前
までは，氷上スポーツが何を指しているかわか
らなかったが，説明を受けながら，実践するこ
とで氷上スポーツ自体の理解が深まった。」と
いった記述が見られ，さらには，実際に，実習
後に学内のスケート部へ加入した受講生もいた
ことから，氷上スポーツへの理解，関心の向上
が明らかとなった。

4．実習の感想

実習の最終日に，実習の感想を課題としてレ
ポートを課した。以下に，各項目に関する学生
の感想の一例を紹介する。

ⅰ）氷上スポーツの魅力
・ フィギュア，ホッケー，スピード，アイスダ
ンスなど氷上スポーツを幅広く体験できる。

・専門の先生方が丁寧に教えてくださる。
・ 実習を受けるまでは，一人で黙々と滑ること
ができるという点が魅力だったが，様々な滑
り方や技に挑戦したり，他の人と交流し，一 

緒に滑ることにも魅力を感じることができた。
・ 普段経験することのできないスポーツで純粋
に楽しかった。

・ 研究室のメンバー以外とコミュニケーション
を取る機会があまりなかったが，本実習では，
様々な所属の方と色々な話ができる希少な機
会となった。

・ハラハラ感を感じることができる。
・新しいスポーツに出会えるところ。
・ 全員でのプログラムをすることで，スケート
をする楽しさや学生同士の仲も深めることが

できて，達成感も味わうことができた。
・ 技能，技術の向上だけでなく，各種目への理
解が深まる。

ⅱ）宿泊学習について
・ 良い宿泊施設のおかげで，疲労をのこすこと
なく，練習につぎ込むことができた。
・ 一人での参加で，特に元からの友人等いな
かったが，寝食一緒にすることで，友人も増
え，実習も協力して行うことができた。
・ 規則正しいリズムで，生活することができ，
楽しく実習を学べた。
・ ルームメイトのゴミ捨てや掃除の文化が違っ
て大変なこともあった。
・ 部屋メンバーと仲良くなれたため，氷上でも
お互い声を掛け合ったり，分からないところ
を聞き合ったりできた。

ⅲ）技術について
・ この 4日間で自分のスケート技術をものすご
く高めることができた。
・ これからスケートを始めてみようと思えるよ
うな技術を教えていただけた。
・ 全くの初心者だったので，毎日，できなかっ
たことが少しずつできるようになる過程が楽
しかった。
・ 転倒は終始していたが，恐怖感も少しずつな
くなっていった。
・ 段々と技術が上がり，滑ることが楽しくなった。
・自信を持って滑れるようになった。

5．おわりに

本稿では，氷上スポーツの授業概要とその成
果について，令和 5年度の授業を受講した 19

名の学生の主観的な自己評価を中心に報告し
た。本授業の主な成果は，「氷上スポーツの技
術や知識が向上した」こと，「受講生同士の交
友関係の広がり」，「氷上スポーツへの理解・関
心の向上」であった。以上のような成果は，普
段の学生生活では体験できない学外での実習を
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大学 1 年生を対象とした講義 
「『歩く』『走る』について考える」の報告

二見隆亮 1），窪田辰政 2）

Report on first-year undergraduate lecture entitled 
“Thinking about walking and running”

Takaaki FUTAMI 1）, Tatsumasa KUBOTA 2）

1．はじめに

スポーツの基本は「歩くこと，走ること」と
言われつつ，その基本中の基本をどの時点でも
教わることなく成長し，様々なスポーツに取り
組んでいる姿こそ不思議でならない。

　この言説（苅谷，2007）を目にした時，筆頭
著者（以下筆者）は大きく頷いた。学習者の立
場からも指導者の立場からも共感ができたから
である。苅谷は「スポーツの基本」と枠組みを
限定して表現したが，筆者は，歩く・走るは「生
活の基本」「スポーツの基本」と並べることの
できる唯一の運動種目と捉えている。基本的に
生活において歩かない日はない。急ぎの場面に
おいては走ることもある。多くの運動スポーツ
においても歩く・走るはつきものである。もち
ろん，何らかの形で「歩くこと，走ること」を
教わってきた方もいるだろう。しかし，それら
の大半は運動機会の提供に留まり，歩く・走る

という人間の移動手段を生活世界に結び付けて
考えを深める機会は少ないように思われる。
年に 100日以上ウォーキング・軽い体操に取

り組む大学生世代（20～ 24歳）は 650,000人，
ジョギング・マラソンを行う同世代は 143,000

人と推計されており（総務省統計局，2021），
多くの学生が「歩く」「走る」機会を確保して
いることがわかる。一方で，「学業・アルバイ
ト等により多忙であり，部活動離れも見られる
最近の大学生にとっては，『生活活動』を活用
することが効果的であろう」（飯干，2011）と
いう見解も確かであり，日常的な移動を運動機
会に充てるという考えも重要といえる。
以上を踏まえると，専門的に特定の運動種目

について学習する大学体育以外に，「歩く」「走
る」について考えを深めておく機会を設けるこ
とは，運動と生活の架橋という点において意義
深い学習につながるのではないか。本研究と同
様 1コマのみを用いて行われた「キャンパス内
をただ歩く」という実践（富川，2020）からは，

1） 走生塾
  Sojojuku

2） 静岡県立大学薬学部
  School of Pharmaceutical Sciences, University of Shizuoka
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通した集中授業「氷上スポーツ」独自のもので
あると考えられる。
しかしながら，近年の受講者数の減少や，国

際情勢や円安などの影響によってスケートリン
ク借用料や宿泊費が大幅に値上げされているこ
となど，複数の要因によって授業継続が困難と
判断し，筑波大学では本実習をもって，この科
目を閉じることとなった。
今後は，以上のような厳しい環境の中で，ど

のような実施方法があるのか検討していくこと
が必要であると考えられる。最後に，現状では，
氷上スポーツの集中授業を再開することは難し
いが，本実習での学びは，他の集中授業にも応
用することが可能であると考える。4日間とい
う短い期間にも関わらず，単にスケート技術の
向上だけではなく，仲間との関わりや，新しい
ことに挑戦する機会など，学生にとって大変有

意義かつ充実した時間を与えられる氷上スポー
ツの実習を記録に残すことで，現在開講してい
る，もしくは今後開講する集中授業の実施の一
助になればと願い，本報告を終えることとする。
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